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■2017 年 4～6 月期、景気は堅調に推移 

足元でフィリピン景気は堅調に推移している。 

まず、実質 GDP の約 7 割を占める民間消費が好調

である。2017年 4～6月期の自動車販売台数は前年同

期比（以下同じ）＋12.2％と 19 四半期連続で二桁増

となった。この背景には、底堅く推移する海外フィリ

ピン人労働者送金やインフレ率の低下を受けた消費者

マインドの改善がある。実際、4～6月期の消費者期待

指数は 13.1ポイントと前期から上昇した（右上図）。 

次に、投資も外国企業の進出等を受け、底堅い動き

を見せている。鉄鋼輸入とセメント生産は 1～3 月期

から伸びが縮小したものの、それぞれ＋30.5％、＋

22.8％で二桁増が続いたほか、低迷が続いた鉄鋼生産

は＋44.2％と前期から大幅に増勢が加速した（右下図）。 

さらに、輸出も世界景気の回復を受け、堅調な拡大

が続いている。4～5月のドル建て名目輸出は＋16.5％

と 1～3 月期（＋16.3％）に続き高い伸びとなってい

る。 

年後半を展望すると、低インフレ基調の持続等を受

けた底堅い消費やドゥテルテ政権によるインフラ開発

計画の進展が成長率を押し上げる一方、輸出は 2016

年後半からの急激な持ち直しの反動から伸びはやや鈍

るであろう。以上を踏まえると、成長率は＋6％台半

ばでの推移が続くと予想される。なお、ミンダナオ島

マラウィ市でのイスラム過激派との交戦は、同地域が

経済活動の中心であるマニラ首都圏等から大きく離れ

ていることから、当面、経済への影響は限定的にとど

まる見込みである。 

 

■エスペニリヤ副総裁が中銀総裁に昇格 

成長率が比較的高い伸びを維持するとみられるなかで、金融政策の運営面でフィリピンは大き

な節目を迎えた。2005年から約 12年にわたり中銀総裁を務めたテタンコ総裁が任期満了に伴い

退任し、2017 年 7 月 3 日にエスペニリヤ副総裁が新中銀総裁に就任した。テタンコ前総裁は、

リーマン・ショック以降、低インフレや通貨ペソの安定を達成することで、「アジアの病人」と呼

ばれたフィリピン経済を他のASEAN原加盟国を上回る成長率にまで引き上げた立役者の一人で

あった。エスペニリヤ新総裁も、マクロ経済の安定というテタンコ前総裁の路線を踏襲する意向

を表明しているが、今後予想される米欧の金融政策の正常化を受けたペソ安圧力の高まり等、待

ち構えている障害は小さくない。こうした障害を乗り越え、フィリピン経済の安定成長を維持し

ていくことができるか、その手腕が注目される。                          
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中銀総裁が交代 
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（注1）生産は数量ベース。輸入は名目輸入額。
（注2）17年4～6月期は4～5月の値。
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